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	研究成果内容　
【主な研究成果】
　マイクロフォーカスX線CT装置（島津製作所製，225 kV，分解能 1 μm）を用いて自然海域のサンゴ骨格を撮像し，3次元再構成を行った。これにより，複雑な外観形態や内部の微細な空隙（ポア）構造，およびポロシティ（空隙率）の精緻な定量化に成功した。さらに，2次元投影画像から総体積を非破壊的かつ迅速に推定する解析プロトコルを新たに構築した。以上により，サンゴ骨格の幾何学的特徴や成長量をミクロンオーダーで精密に評価する手法を確立した。これは，サンゴ骨格形成によって固定化された二酸化炭素量の正確な定量評価を可能とする。
【今後の展望】
　今後は，確立したCT解析プロトコルを基準（コントロールデータ）として応用し，異なる表面形態や表面修飾を施したチタン（Ti）足場材料へ単離ポリプを播種する実験に移行するとともに，その表面で形成された骨格から固定炭素量を定量評価する。チタン表面におけるポリプの密着挙動や，界面で形成される初期炭酸カルシウム（CaCO3）骨格の微細構造変化を本CTシステムで追跡し，脊椎動物の骨形成メカニズムとの類似点・相違点をマクロ・ミクロの両面から学術的に解明する。
【具体的な成果】
　●国際会議発表
Minami Inoue, Masato Ueda, Enhanced Polyp Adhesion on Chemically Modified TitaniumNonwoven Fabric, Thermec’2025, University of Tour, France, 1July2025.
　●獲得外部資金
科学研究費補助金，基盤研究(B)，再生医療技術に着想を得た資源循環型マテリアルによるサンゴ礁再生と炭素固定，2026-2028年度，代表.

	注意事項
・成果報告書はこの様式を用いて作成し、2026年5月15日（金）までにメール記載の専用URLよりアップロードください。
・提出いただいた共同研究報告書は、先進軽金属材料国際研究機構共同研究報告（年報）を発行し、上記ホームページに掲載いたしますので、公表できる範囲において作成してください。
・記載欄が不足する場合は，適宜ページを追加してください。




